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令和７年２月16日 「都立高校生等の海外派遣研修」
での成果報告会 （教員①）

4人中３人が初めて海外に行く生徒で、最初は異国でのコ

ミュニケーションなどとても不安そうにしていました。しかし、

訪問する先々でインドネシアの方々が暖かく迎え入れてく

ださり、にこやかな顔になっておりました。そして、大学進学

率が低く、就職にとても有利になる日本語を熱心に勉強し

ている現地の高校生に刺激を受けておりました。

（教員②）
本校が「都立高校生等の海外派遣研修」に参加させていた
だく第１回目の海外研修となりました。本校では、海外研修
旅行の行き先を様々検討しているため、インドネシアでの
海外研修は様々な可能性が広がるとてもよい機会となりま
した。海外研修後には、英語にて校内発表報告会を全学年
に向けて実施しました。全ての生徒に国際理解につながる
取り組みとなるように努めたいと思います。

（42期生生徒①）
実際にインドネシアの研修に参加して、イスラム教の影響
を大きく受けていることが分かりました。社会科の授業では
習いましたが、現地で実際に朝になるとコーランという聖典
が流れ、また決まった時間に礼拝をする国であることを肌
で理解しました。一方、グローバル化が進んでる今インドネ
シアでも日本の文化は入っており、現地の学生と話す時は
よく日本のアニメの話が出てきました。そのため、宗教があ
り異なる文化や習慣の国でも他国の文化を受け入れてい
ることが分かりました。様々な国の文化を受け入れた多文
化理解が進んでいる国であることに非常に興味深く感じま
した。そして、将来にも活かしたいと思いました。

（ 42期生生徒②）
初めての海外旅行であったため、どのように準備をすれば
いいかとかあまり分からず戸惑いもありました。準備が十
分ではないと感じながらもインドネシアに行き、緊張する場
面や場所もありましたが、現地の人が優しく接してくれてと
ても嬉しかったです。言語の壁はありましたが、頑張って英
語でのコミュニケーションに挑戦し、ジェスチャーも組み合
わせると、相手も私が言いたいことを読み取ってくれました。
日本以外の国でも、過ごした時間が苦にならず楽しい思い
出がとても多かったため、もう一度インドネシアに行ってみ
たいと思いました。私にとって良い経験になったと思いまし
た。この経験を今後の人生によりよく活かしていきます。

（ 42期生生徒③）
インドネシアの交流で感じたことは文化の違いです。宗教
であったり、普段の生活様式が日本とは違うと感じました。
オンライン交流は英語で伝える事が難しくて、もっと英語を
上達させようと思いました。

（ 42期生生徒④）
海外研修では、主に宗教の共存について学びました。現地
の方にインタビューをしたり、同年代の学生と交流を深める
中で様々なことを学びました。今でもSNSを通して交流があ
りとても貴重な体験をしました。
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